
The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

生　 薬　 学 　 雑　 誌

Shoyakugaku　Zasshi
3S（1＞，　 32〜　45　（1984）

漢薬 「地丁」の生薬学的研究 （第 9 報）
b

　　　　　 本草文献学的考察

　　布目慎勇， 難波恒雄
＊

富山医科薬科大学和漢薬研究所

Phar皿 acognostioal 　Studies　on 　the　Chinese　Crude　D 四 g　
5‘Diding ，，

（Par 亡IX）1）

　　　　　　　　　HerbOlogical　In▼estigations 　on 　Diding

SHINYu　NuNoME 　and 　TsuNEo 　NAMBA ＊

・Research　lnstitute　fo厂 Wakan −Yaku，7bアama ハ4edica’and 　Pharmaceutica’University
，

　　　　　　　　　　　 2630，Sllgitan’，7bアama ，930−01

（R   eived 　July　1，1983）

　Adescription 　 on 　the 　 crudo 　 drug，

“Diding”（地 丁 ），
　 apPeared 　 in　 Tai−Ping−Sheng−Hui −Fang

（太 平聖 恵方）of 　the 　ancient 　chinese 　herbal　literature（Song 　dynasty）．　 Since　then
，
　a　variety 　of

plants　have　been　used 　as
“ Diding”and 　their　botanical　sources 　of

“Diding”s　are 　un   rtain 　in
the 　 literatures　 published　 before　 Zhi−Wu −ming −Shi−Tu−Cao （植物名実図考）．　 In　 the　 modern

literatures　500r 　more 　species （28　genus　of　14　families）are 　described　as　the　botanical　sources 　of
“Diding” s．　 They　 were 　 Viola　 spp ．（Violaceae），　 Amblytropis　 spp ．（Leguminosae ），

　 Corydalis
spP ・（Papaveraceae）and 　Polygaia　spP ．（Polygataceae）．

“ Zihuadiding”（紫花地 丁 ），

“ Diding ”

s

with 　violet 　fiowers，　describ：d　 in　Ben−Cao−Gang −Mu 　and 　Ben −Cao−Yuan −Shi（本草原始）seems

to　be　derived　from　Amblytropis　spp ．　 In　Zhi−Wu −Ming −Shi・Tu ・Cao，　f（）ur
’tZihuadiding ”

s　are

described，　 One　of 　them 　is　thc “Zihuadiding”as　cited　from　Ben −Cao・Gang・Mu ．　 Others　seem
to　be　Viota　spP ．

，
　Polrgata　spP ．　and 　Scutellaria　spP ．（Labiatac）．

　Keywords− Ben−Cao ；　Diding ；

tropis； Viola：Corydalis； PolygataZihuadiding
； Ben −Cao −Gang −Mu ； Pugongcao ； Ambly ・

　地丁 は 『太平 聖 恵 方』
2 ）

に 記載 され た 処方中に 初見 し，「治一切悪瘡．丁 腫毒瘡人不 識者．地 丁 散方．地丁，匿虫…

…
」 と あ る．本草書で は 『本草衍義』

3）
に 蒲公草の 別名と し て 記載され た の が最初 で

， そ の 基源は 『証類本草』
4a ・5a）

の

系統の 付図 （Fig．1）か らキ ク 科 Compositaeの Tartzxacum属植物と思わ れ る．そ の 後多くの 植物が地 丁 と し て 記

され る よ うに な り， 基源 は きわ め て複雑化 して ぎ，14〜15世紀 に は す で に そ の 傾向が み られ る．例えば r瀕南本草』

に は羊乳地丁 6a♪
， 白花地丁

5b），紫花地丁
6c，，黄花 地 丁

6d）

， 『医方類聚』 に は 紫花地丁
7a），地 丁草7b）

， 蒲公盈 （黄花地

丁）
7C），紫花地丁 （一名米布袋）

7d）
， 紫花地丁 （羊蹄根）

7’ ），黄花地 丁 7f） な どが 記 され て い る．しか し明代 で は 地 丁 の

基源 に つ い て記載した 本草書は 少な く，さらに r本草綱 目』 に 記 され た紫花地 丁
8a）

は の ち に しば しば 引用 され るが，

そ の 記述は 不 明瞭で あ り，基源 の 考察が 行わ れ て い な い ．

　清代後半 に 出版 され た r植物名実図考』 に は 『本草綱目』 の 紫花地 丁 の 記文を転載
9a）

した ほ か，別項 に 紫花地 丁 が

収載
9b）

されて お り，こ の もの は付図 （Fig，2）か ら シ ソ科 Labiataeの Seutellaria属植物 と思わ れ る．また 菫菫菜9c）

お よび 瓜子 金
9d）

の 項 に も別 名 と し て紫花地丁 が 挙げられ て お り，そ の 記文，図か ら前者 （Fig．3） は 明 らか に ス ミ レ

科 Violaceae の Viola 属植物で あ り ， 後者 （Fig．　4）は ヒ メ ハ ギ科 Polygalaceaeの Polygala 属植物 で あ る．こ の

よ うに 『植物名実図考』 に は 4種 の 紫花地丁 が 挙げられ て い るが ， 近代の 文献に は TABLE 　IIo−zo），　 TABLE 　II21ny39）trq

示 した ご とく， 非常に 多 くの 地丁類 が 記載 され て い る ．

　 日本 で は 貝原篤信が r大和本草』
40）

で 紫花地丁 に ス ミ レ を あ て ， 以来ほ とん ど の 書籍で 地丁 ， 紫花地丁 に ス ミ レ 類

を 記 し て い る ．

（32 ）
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　 以上概説 した ご とく， 非常に多くの 植物に 地丁 の 名が付され ， 整理 されない ま ま現在に 至 っ て お り，しか も地丁 の

基源 の 考証は 未だなされ て い ない ．そ こ で こ れ ま で 文献に 記載され た地 丁 を 整理 し，ま た 『植物名実図考』 お よび そ

れ以前 に 本草書 に 収載された地丁に つ い て
， そ の 基源の 考察を行 うこ とを試 み た ．

　 1． 名　 　義

　李時珍 8b） は 「案土宿本草云 金簪草一名地 丁，独脚如 丁 故以名之」 と釈 し，李中立
41a 〕

は 「根直如釘故俗毎呼為紫花

地丁 」 と述 べ
， そ の 形態 に 由来した 名義を 記し てい る，地 丁 は丁 瘡，悪瘡を主治す る も の で あ る が ， 丁瘡に 関 し て

『諸病 源 候論』
42）

では 「瘡下深 孔如火釘穿之状，初作時突起如丁蓋，故謂之丁瘡」 と その 名義が記 されて い る．こ の こ

とか ら地 丁 の 名称お よび薬効は丁瘡に 由来する よ うに 思わ れ る．即 ち 丁 瘡 は 病巣が 釘状 を 呈 す る こ とか ら，こ の 治療

に 際 し根が 釘状を呈す る植物に 地丁 の 名を付 し，丁 瘡に 応用す る よ うに な っ た と考え られ る．『本草衍義』
3） に記され

た 蒲公草即ち地丁 の 基源 と思わ れ る Taraxacum 属植物の 根は こ の 名義 に
一

致 し ， また 前 報 で 述 べ た Viola43）
風

Polygalai） 属，（】orydalisi ）
属 お よ び しば しば 地丁 の 基 源 と し て挙げ られ る Amblytropis属 の 各植物 の 根もほ ぼ こ の

名義に 当て 嵌 ま る．し か し 市場 に 出廻 っ て い る Osbeckia属地 丁
1）
，あ るい は r本草原始』

仙 ，
に 記された草徒蓉 の 別

名 の 紫花地丁 は根が ひ げ根状で あ り， 茎 が直線状を呈 す る こ と か ら，む しろ地上部 の 形状 に 対して 地丁 の 名が 用 い ら

れた よ うに 思 わ れ る，

　 ま た 地丁 に は しば しぽ接頭語 が 付 され る が，こ れ は 多種 類 の 地 丁 が 各地 に 出廻 っ た た め ，それ を 特徴づ け る 語を 冠

し た の で あ ろ う．最 も多 くみ られ る の は 花 の 色に 由来す る紫花地丁 で あ り， 主 と し て Viola属植物に 用 い られ，他 に

Polygala風 Gentiana属，　 Amblytropis属，　 Astragalus属，　 Corydalis　Ktgどの 植物 に もこ の 名が用 い られ る．そ の

他 Taraxacum 属の もの を黄花地 丁 ，
　 Polygala属 の も の を 藍花地丁，　 Polygonum 属 の もの を 紅花地 丁 ，

　 Viota　patrinii

を白花地 丁 な ど と呼ん で い る．ま た植物の 形状 の 類似性か ら Polygala属の もの を竹葉地丁 ，　 Amblytroρis属の もの

を蘿葡地丁 ， 味覚の 点か ら Corydalis属の もの を苦地丁 ，
　 Amblytropis 属 の もの を 甜地丁 ， 産地 に 基 づ い て Gentiana

属の もの を華南地 丁 ， 植物名 を付して Viola属の もの を 薑 菜地丁，　 Gentiana属 の もの を龍胆地 丁 ，
　 Amblytropis 属の

もの を米 口 袋地丁 ，Corydalis 属 の もの を布氏紫菫地 丁 な ど と呼 ん で い る，

　 2． 薬　　効

　『太平 聖恵方』
2）

に は 「地 丁 散方」 と して 「治一切悪瘡．丁 腫毒瘡人不識者」 とあ り，地丁 の ほ か 15味の 薬物が記さ

れ て い る．地 丁 の 薬 効 は TABLE 　III44幗47｝
に 示 す ご と く丁 腫，悪瘡に 集約 で きる、各種医方書に 収載 され た 地 丁 を 含

む処方を 以下 に 示 す．

　 『医方類聚』
7a ）

「消毒散 （紫花地 丁，他4 味），丁瘡毒気入腹昏悶不食」

　 同上
Ta》 「丁 腫垂死，紫花 地 丁 草」

　 同上
7b）

「革麻散 （地 丁草，他 8味），治 丁 瘡」

　 同上
7d） 「薫悪瘡方，地丁 」

　同上
7e》

「四圍敷薬 （紫花地丁，他22味），治壹應諸悪瘡并脚疾」

　同上
7D

「外用漬毒薬 （黄花地 丁，他 6 味），治諸腫毒堅 硬不消」

　『証治準縄』
44a）

「雄麝湯 （地 丁 草， 他 18味），解疔毒如神」

　同上 44b ）
「破棺丹 （紫花地 丁 ， 他 9味）， 治疔瘡走黄不止 」

　同上 44c） 「紫花地 丁散 （紫花地丁，他6 味），治諸悪毒瘡腫痛」

　同上
44d ）

「託裏金銀地 丁 散 （紫花地丁，他 19味）治諸悪瘡腫毒疼痛」

　同上
4ω 「地楡防風散 （地 丁草，他3 味），治風在半表裏頭微汗身無汗身無汗不可発汗并治表裏」

　 『医 宗金 鑑 』
4Sa 〕 「五 味消毒飲 （紫花 地 丁 ， 他 4 味）， 治 疔 瘡」

　同上
aSb ） 「七星剣 （地丁香，他 6 味），治疔瘡 」

　『医学 入 門』
d9 ）

「洗毒散 （紫花地 丁草，他 7味），治諸般悪瘡及 風濕陰蝕瘡」

　r清宮秘方大全』
50） 「疥癬化毒湯 （地 丁 ， 他14味）， 疥癬皮頑之症，

一切浸淫潰爛 日 久纒綿之症」

　 こ れ らの 処方は ほ とん どが疔腫，悪瘡に 応用 され る と こ ろ か ら，地 丁 が主薬を な し て い る もの と考え られ る．

　と こ ろ で 地 丁 に は 丁 腫 ，悪瘡 を主 治 す る もの 以 外 に 薬 効 の 異 な る地 丁 もみ られ る．す なわ ち 『愼 南本草』 に は 「羊

乳地丁 ： 治寒熱往来，子午潮熱 ， 散風寒，解汗」
6“ ｝

，「黄花地 丁 ：消痰，定喘 ， 止咳嗽」
6d ）

と あ る．羊乳地 丁 は以後 こ

れに 類す る名称 お よ び薬効の 記載 が み られ な い ，ま た黄花地丁 の 薬効 に 類似す る もの と し て，近年，r上 海常用 中草

葯』
29 ）

の 竹葉地 丁 の 項 に
一

部 そ の 記載が み られ ， 「竹葉地丁 ： 活血 ， 消腫，解毒 ， 化痰，跣打損傷 ， 胸痛 ， 咳嗽痰多，

咽喉腫痛 ， 蛇咬傷」 とあ る ，その 基源 とし て Potygala　J
−
aponica があげ られ て い るが，こ の もの の 花の 色は 帯紫色 で

（33 ）
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あ り，黄花地丁 とは 異 な る もの で あ る，他 の 成書 に は 鎮咳，秩痰 に 類す る薬効を記 し た もの は 見あた ら な い ．従っ て

『i眞i｛’j本草』 に 記 され た 羊乳地 丁 ， 黄花地 丁 の 基源 が 何物で あ る か 全く推定は で きな い が，丁腫 ， 悪瘡 を 主治す る地

丁 とは 基源 の 異な っ た もの で あ ろ う．

　
一

方 Taraκacum 属を 基源とす る 蒲公草即ち地
．
亅
’
は ，丁腫，悪瘡 を 王治す る地丁 と は や や系統が 異な り，乳癰腫に

応用す る の が特徴で ある．蒲公草ぱ 『新修本草』
5P

に 初め て 記載 され，「蒲公草味甘平無毒主婦人乳癰腫
……

」 とあ り，

『図経本草』
4a・4b〕

で は 「療婦人乳癰又 濤以傳瘡皆佳又悪刺狐尿刺」 とあ る，『本草衍義』 に は蒲公草の 別名と し て 地丁

が 記 され て い るが，こ れ は Taraxac ”m 属植物 の 根が 釘状を呈す る た め，地丁 の 名が 用 い られ た の で あ ろ う．以後蒲

公 草 の 応 用 範囲 は 次第に 広が り，r中薬大辞典』
2°b ）

に は 「〔功用 主 治〕清熱解毒 ， 利尿散結，治急性乳腺炎，淋 巴 腺炎，

瘰癧 ， 疔毒瘡腫，急性結膜炎，感冒発熱， 急性 扁桃体炎 ， 急性気管炎 ， 胃炎 ， 肝 炎， 胆嚢炎 ， 尿路感染．」 と記 さ れ

て い る．

　地 丁 の 使用部位，使用法に 関す る記載 （TABLE 　II【）は 少 な い が ， 清代ま で は ほ と ん ど，根 また は根茎 を外用 ， 内

服 ま た は薫 じて 使用 して い る，一部に は 葉を使用 し た 例もみ られ，r本 苧綱 冂』 の 紫花地丁 の 項 で は 『普済方』を引

用 し，「箭頭草葉，入 醤少許，研 膏，点 入 取吐 ．1 と記 され ，『植物名実図考』 で は 華菫菜の 項
9・ 】

に 「根，葉擣傳諸腫

毒」 と あ る．以後の 諸成書に 記 された 各種地 丁 は大部分が そ の 全草を 外用 また は内服 と して 使用 し て い る．し たが っ

て 地 丁 は古来一般に 根 を用 い て い た もの が，近 代に な っ て 地 上 部も用 い る よ うに な っ た もの と思 わ れ る，し か し薬効

に 関 して ，地丁 が 丁腫 ， 悪瘡 を主 治す る 点 で は 大 きな変化 は み ら れ な い ．但 し 『中薬大辞典』 に 「〔功用 主 治〕清熱

利湿，解毒消腫．治疔瘡，癰腫，爆癧，黄疽，痢疾，腹瀉，目赤，喉痺，蛇毒咬傷．」20 ・）
と あ る よ うに ，そ の 応用範

囲 は 広 が っ て きて い る ．

　3。 明代 ま で の 地丁 に つ い て

　明 代 まで の 地丁 に 関す る 本草書は 『本草衍義』， 『演南本草』，『本草綱 比L 『本草原始』 に 代表され て お り， 他 の 本

草書は ほ とん ど が こ れ らを 引用 した もの で あ る．そ こ で ．L記 の 本草書に 記 され た 地 丁 を 巾心 に 考察 を 行 っ た ，

　宋代で は 地 丁 の 記載は lr
’
本 草衍 義』

3 ）

に 「蒲公草今地
．
1
’
也，四 時常有花，花罷飛 絮，絮中 子有 落 處即 生，所 以 庭院

間 亦 有 者，蓋因風而來也」 と あ る，r名医 別録」
4・・！b〕

の 蒲公草の 項 に は 「蒲公草味 Lr平無毒，主婦人乳癰水煮汁飲 之

及封之立消
一

名搆耨草」 とあ り，『証類本草』 の 系統に み られ る f・i図 （Fig、1） は 明らか に Taraxacum 属植物 と思わ

れ，「本 草衍義』 の 記載 と も
一致す る，ま た蒲公草は Ir図経本草』 に 「蒲公草

……
俗呼為蒲公英語訛為僕公臀是也 」

と ある よ うに，以後 しば し ば蒲公英と して 記 され る よ うに なっ た．

　明 代前半に 出 版 され た 『〜眞南本草』 に は 羊乳地 丁，白 花地 丁 ，紫 花 地 丁 お よ び 黄花地 丁 が 収載 さ れ，ま た 別項 に 蒲

公英が 記載 され て い るが ，こ の 項 に 地 丁 の 名 は み ら れ な い ．『槇南本草』 て は 蒲公英 と黄花地丁 は 別項 に 扱 っ て い る

が，『本草綱日』 で は 蒲公英 の 釈名 と し て 搆耨 苧：，金簪草，黄花地 丁 を 記 し て い る
8b）．『潰南本草』 に は 黄花地丁 の

項
5d）

に 「黄花地 f，味苦，微辛，性寒．発散瘡癰．解瘡毒腫痛，入 肺 ， 消炎 ， 定喘，止 咳 嗽，〔肺痿等症〕．（単方）

治久遠咳嗽 ， 痰喘気粗，〔喉内如捜 鋸之声〕， 夜臥不 寧．」 とあ り， r本草綱目』 に は 蒲公英の 項 に 「苗 〔気味〕甘平 ，

無毒 　〔主 治〕婦人乳癰腫，水煮汁飲 及封之 ， 立 消．解食毒，散滞気，化熱毒，消悪腫 ， 結核，丁 腫，鰺牙，鳥須髪，

壮筋骨．白汁塗悪刺 ， 狐尿 刺瘡，即愈」 と述 べ て い る．『本草綱 目』 の 記文は r証類本草』を 引用 した もの が 多 く ，

ま た そ の 付図8c）（Fig．1）は Tara．racum 属植物 を示 し てい る．しか し rtfi南本草』に い う黄花地丁 は r本草綱 目』 に

記 され た 蒲公英 とは 気味 お よび薬効 が異 な っ て い る こ とか ら，Taraxacum 属 以 外の もの で あ ろ う．な お 蒲公英 の 詳

細 な 本草考察に つ い て は別報 で 述 べ る予定 で あ る．

　紫花地 丁 は 各種 成 書 に 記載 され た地 丁 の 中で 最 も多く見受け ら れ る，r瞋南本草』 の 「紫花地 丁 」 の 項
6C）O一 は 「紫

花地 丁，味苦，性寒．破血 ， 解諸瘡毒 攻癰疽腫毒 治疥癩癬瘡，〔九種痔瘡〕，消腫．（単方）治小児走馬牙疳 ， 潰

〔爛〕〔腥臭〕……」 （叢本）， 「紫花地 丁，〔即〕丁蒿，一
名地丁．今処処有，苗覆地，有五 色，紫花者多用入薬．気味

苦，辛，〔性］寒，無毒．〔破 血〕．主 治一
切癰疽発背，〔痔漏〕，疔腫瘰瘤，無名腫毒悪瘡．服之，点無灰 酒下，」 （範

本）とあ る．叢本お よび範本 の 紫花地丁 は 癰疽，腫毒，悪瘡などIC応用す る点 で 共通 し て い るが，形態 に 関す る 記載，

付図は な く，こ れ らが 何物で あ るか は 全 く不 明 で あ る．

　 『医方類聚』 に は 丁 瘡，悪瘡，腫毒などに 応用 され る種 々 の 処方中に 紫花地丁 の 名が 散 見 され る，また 「紫花地 丁

一
名米布袋」

7d ），「紫花地丁即羊蹄根」
7e〕

と 記 され て い る と こ ろ か ら，当時す でに 何種か の 紫花地 丁 が出廻 っ て い た こ

とが 窺える ，米布袋 は の ち し ば しば紫花地丁 ，地 丁 な どの 別名 と して 記 され る が，羊蹄根が 地 丁 と し て 記載 された 例

は 他に 見あた らない ，

　『本草綱目』 に は紫花地 丁 が 記載8a ＞

され て お り， そ の 基源 は 明 らか に され て い な い が，以緩 の 成書に し ぼ しぼ引用

（34 ）
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され て い る，李時珍 は 紫花地 丁 の 釈名と し て 箭頭草， 独 行虎 ， 羊角子 ， 米布袋を挙げて い る，箭頭草は r救薙本草』

の 菫菫菜の 項
S2a）

に 「望蒐菜一
名箭頭草生 田 野中苗初搨地生葉似鍍箭頭様而葉蒂甚長其後葉間櫨苧開紫花結三 瓣萌児

中有子 如芥子 大茶褐色葉味 1亅1」 とあ り，そ の 付図 （Fig．3＞か ら 明 らか に Viola 属植物 で あ る．ま た米布袋 は r救荒

本草』に 「米布袋生 田野巾苗搨地 生葉似澤漆葉而窄其葉順茎 排生稍頭攅結 三 四角中有了如黍粒大微區味甘 」とあ り52b ）

，

付図 （Fig．5）か らマ メ 科植物 と 思わ れ ，『中薬大 辞典』 で は ・4mblytropis　 multtvrora 　BGE ．を あ て て い る
20a ），1な お 独

行虎，羊角 子 の 名称は 他に 記載例が見あた らず， 来源は 不 明 で あ る．そ こ で r本草綱冂』 に 記 され た紫花地 丁 の 基源

（35 ）
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TABLE　I．近代 の 文献に み られ る地丁 の 基源植物

名 称 基 源 植 物

植　物　名　彙
10）

黄花地 丁

紫花地 丁

紫花地 丁

紫花地 丁

紫花地 丁

Corアdalis　pa 〃ida

Coryda’is　bUtzgeana

Geniiana　squa 厂rosa

5c〃 ella 厂ia　indica

Vio’a 　pa 〃捌 ’

Papaveraccae

Papaveraceae

Gentianaceae

Labiatac

Violaceae

台湾民間薬用植

物誌
1D

た い わ ん や の ね すみ れ （紫花地 丁 ）

ひ め の ぼた ん （地 丁）

た ん ぽ ぽ （地丁 ， 地 丁花 ， 地丁草，
黄花地 丁）

Viola　oblongo −sagittata
　 var ．　violascens

Osbeckia　ehinensis

Taraxacum　P’atア‘arpus

Violaceae

Melastomataceae

Compositae

和漢薬標本 目録
IM
　　紫地 丁 ， 地丁 （紫花地 丁） Am め 〃 opis 　m 〃嗣 orα Leguminosae

Chinesische
　Dregeni3 ） 紫花地丁

A 〃めlytropis　m “tttnora

As 〃agalus 　scaberrimus

レ
tiota

　SPP ．

Gentianロ detonsa

Swer ”α sp ．

Leguminosae

Leguminosae

Violaceae

Gentianaceae

Gentianaceae

和 漢 薬 名 棠
14〕

　 紫花地丁 （地丁）

加 め ｛y’rρ亦 硼 加ゆ rθ

As〃agalus 　seaberr 砌 us

レく’o ’α laettY70raレ「iota　SPP ．

σθ班 ’ana 　detonsa

5 ｝vert ’a 　sp ．

Leguminosae

Lcguminosae

Violacoac

Gentiana   eae

Gentianaceae

中　　葯　　志
15〕

米 口 袋 （地 丁 花，米 口 袋地 丁 ， 地 丁

　草）

紫花地丁 （地 丁 草， 菫 菜地丁）

犁頭草 （地丁 草， 菫菜地 丁）

布氏紫菫 （地丁 ， 苦地 丁 ， 紫花地丁，
　布氏紫菫地丁 ）

華南龍 胆 （地 丁，華南地 丁 ， 龍胆 地

　丁 ）

紫花地 丁

竹葉地丁

紫花地丁

地 丁 （黄花地 丁）

A 〃めか’厂qρ’5 〃 Iu 〃醒o アα

Violaアedoensis

Viola／aponica

（】oryda ’is　bungeana

Gentiana　loureirii

肋 めり・tropis　sten 〔顧 ン’la

Ambly〃ρρ’s　brachyptera
　 var ．　elorrgata

Viola　9 厂vpoce厂as

Vicia　amoeana

Polygala／OPoni砌

Polygala　sib ’r’cα

Taraxacu〃 1　SPP ．

Leguminosae

Violaceae

Viola  ac

Papavera   ae

Gentianaceae

Leguminosae

Leguminosae

Violaceae

Leguminosae

Polygalaceae

Polygalaccae

Cornpositae

葯　　材　　学
16）

　 紫花地丁 （地 丁草） Viola　yedoensis Violaceae

東北葯 用植物原

色図志
17）

米 口 袋 （紫花地 丁
， 大根地 丁 ）

布氏紫菫 （小根地丁， 地丁草）

東北菫菜 （地丁草）

加 めlytropis〃軍〃曜 o’a

Corア吻 ”s　bungeana

Viり如 〃 iands 加 r’ca

Leguminosae

Papaveraceae

Violaceac

嶺 南 采 薬 録
1s冫

黄花地丁

紫花地丁

紫花地丁

Taraxacum　offcinale

Viola　patrinii

Gentiana　sp ．

Compositae

Violaceac

Gentianaceae
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TABLE 　I．（つ づ き）

名 称 基 源 植 物

中　草　葯　学
19）

地丁草 （紫花地 丁，苦地 丁 ， 地 丁 紫

　 菫）

甜地 丁 （地 丁 ）

鶏眼草 （紫花地丁，地 丁草）

瓜子 金 （竹葉 地 丁 ， 紫花地 丁 ）

紫花地 丁

白花地 丁

紫花地 丁

Corydatis　bungeana

Am 助 〃 qρ’5 脚 〃tnora

Kummerowia 　S’厂iata

Polygala／apon ’毋

　Viela　yedoens’s

｛
　Viola／ap 硼 ica
Vio　la　betn　ic　tifo　lia

　 subsp ．　nepatettsis

　Viola　mandshu 厂ica

　Viola　patrinii

Gentia砌 loureirii

Papaveraceae

Leguminosae

Leguminosae

Polygalaceae

Violaceae

Violaceae

Violaceae

Violaceae

Violaceae

Gentianaceae

中 葯 大 辞 典20）

尋骨風 （地丁香）

草金杉 （慥葉地丁）

鴉葱 （黄花地 丁 ）

蒲公英 （黄花地丁 ）

龍胆地 丁 （華南地 丁 ）

石龍胆 （藍花地 丁，紫花地 丁）

猫脚印 （白花地丁 ）

真萼黄 苓 （演紫花地 丁）

甜地 丁 （米 口 袋地丁 ， 蘿葡地 丁 ）

黄花地丁

黄花母 （大地丁草）

苦地丁 （地 丁 ，地 丁 草）

瓜子金 （竹葉地 丁，小葉地丁草）

甜遠志 （地丁 ， 藍花地 丁，紫花地丁）

小丁 香 （藍花地 丁 ， 紫花地 丁 ）

天 葵子 （地丁 ）

翻 白草 （黄花地 丁 ）

石莽草 （紅花地丁）

紫花地丁 （紫地丁，地 丁 草，菫 菜地

　丁）

地核桃 （白毛葉地丁 草 ， 地 丁草）

地 草果 （紫花地 丁 ）

鐸頭 草 （自花地 丁 ）

長萼菫菜 （紫花地丁）

尼泊爾菫菜 （紫花地丁 ）

犁頭草 （地 丁草，紫地 丁，紫花地丁）

．4r’訂0 ’OC ん’α 叨 0 〃’∬ ’ma

Pentanema　ind’c卿 2

　 var ．ゐ〃 0’θ〃cum

∫corz 硼 era　au5 〃’aca

Taraxacμm 　mong ・01 「c 配解

σ劭 ’1α欄 loureirii

σ8π ”ana 　squa 厂rosa

Ge厂αη加 η robe 厂呶 雁 胡

5 ‘猷’ε肋 r’a・ort加 calyx

A 〃 tbly ’厂qρ’5 川 〃｛βo厂a

｛Amblytro ρis　paucivrora

α 0 ’alar ’a 　albida

∫’da　r加 mbifolia

α η ぬ 互is　bungeana

Pの gala／apon ’cα

Po塘 ぬ ∫fう’7fcα

Polygala　s’占か∫‘a

　 var．〃iegalopha

S 翩 iaqui’eg ’a 　adoxoides

Potentilla　diseolor

Pのgon 翩 capi ’atum

　Violaアedoensis

　Violaω 〃’砌

　Viola　phiiipρ’ca

　 subsp ．〃軍σ ’θ5’ea

　Viola　pa ’崩 ”

　Viola’nconspie 〃α

　Viola　be’oπ’cの 伽

　 subsp ．π喝ワalensis

　毋o’α ノapon ’cα

Aristol  hlaceae

Compositae

Compositae

Compositae

Gentianaoeae

Gentianaceae

Geraniaceae

Labiatae

Leguminosae

Leguminosae

Legminosae

Malvaccae

Papaveraceae

Polygalaceae

Polyga］aceae

POlygaIaceae

Ranunculaceae

Rosaceae

Umbelliferae

Violaceae

Violaceae

Violaceae

Violaceae

Violaoeae

Yiolaceae

Violaceae

（ ）は別名を示す．
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TABLE 　II．近年中国各省で 出版 された文献 に み られ る地丁 の 基源

文 献 生 薬 名 基 源 植 物

北方常用中草葯
手冊

21 ）

蒲公英 （黄花地丁 ）

地 丁

紫花地丁 （地 丁 草）

布氏 紫菫 （地 丁 ）

Taraxaビ嫻 〃iongol’r砌

Amb ’ytrop’s　muttt ”ora

Viola〃 mndshur ’‘
・
a

Corアda”3 加 ngeana

Compositae

Leguminosae

Violaceae
Papaveraceae

東北常用中草葯

手冊
22〕

蒲公英 （黄花地丁）

地丁

紫花地丁

Taraxac 〃 m 〃 iongolieum

．4mう’ア敵 ワ ゴ∫ 用 〃’醒or α

Violaη霊砌 dshurica

Compositae

Leguminosae

Violaceae

河 北 中葯手 冊
23）

　 地 丁 （紫花地丁） Corydalis　bungeana Papavcraceae

　　　　　　　　　　地 丁 （紫花地 丁 ， 苦地 丁 ）

山　東　中　葯24）　 米布袋 （甜 地 丁）

　　　　　　　　　　蒲公英 （黄花地 丁 ）

Corアda〃∫ SPP ．

Ambly〃 opis 　SPP ．

Taraxe〜c配〃置 SPP ．

Papaveraceae

Leguminosae

Compositae

山 西 中 草 葯
25〕

地丁 （紫花地丁，苦地 丁 ）

蒲公英 （黄花地丁）

米口 袋 （甜地 丁 ）

Corydalis　bungeana

Taraxacum　mongO ”CU 〃 l

Amblytropis　inulttvrora

Papaveraceae

Compositae

Leguminosae

甘粛中草葯手冊
26 ，

地 丁 （紫花地 丁 ）

蒲公英 （黄花地丁）

Viola　patrinii

Taraxacum〃mongolicum

Violaceae

Compositae

陜 西 中 草 葯
27）

蒲公英 （黄花地 丁 ）

紫花地丁

米 口 袋 （地 丁 ）

Taraxa ぐμ川 ♪η o 〃gol’α 〃η

Violaアedoensis

・4〃め’ン’rop ’3 刑 〃 嵶 0 厂α

Compositae

Violaceae

Leguminosae

江 蘇 省 植 物 薬材

志
2s）

地 丁 （地 丁 草）

地 丁 草 （紫花地丁 ）

蒲公英 （黄花地 丁 ）

Ambly 航 〜pis　m 〃’i）70ra

Violaアedoensis

Taraxacum 　mongol ’cum

Leguminosae

Violaceae
Compositae

上 海常用中草rc29）
蒲公英 （黄花地 丁 ）

紫花地 丁 （地 丁 草）

竹葉地丁

Taraxacum 　mongot ’c翩

Violaアedoe 〃 sis

Polygala／bponica

Compositae

Violaceae

Polygalaceae

淅 江民間常用草
ra30）

犁頭草 （紫花地丁 ， 地 丁 草，紫地丁）

瓜 子金 （竹葉地 丁，小葉地 丁 草，地

　丁，地 丁 草，紫花地 丁草）

蒲公英 （黄花地丁）

レ
’iola　spP ．

Po ’blgala／bponica

Taraxacum〃mongolicum

Vjo置aceae

Polygalaceae

Compositao

内 蒙 古 中 草葯
31 ）

地 丁

紫花地丁 （地 丁草）

紫菫 （地 丁 ）

大 丁 草 （地丁 ）

Atnb加 ropis 　verna

Viola／aponi ‘4

Corア癩 ’ま3 わ姻 9 θ砌 α

L8’加 ’tz’a α朋 〃dria

Leguminosac

Violaceae

Papaveraceae

Compositac

西蔵常用中草葯32）
蒲公英 （黄花地 丁 ）

紫花地丁

Taraxacum 　tibetieUin

Viola　SPP ．

Compositae

Viola  ae

四 川常用 中草葯3S）

苦 丁 （苦馬地丁）

独脚茅草 （黄花地 丁 ）

緑花草 （紫花地丁 ）

蒲公英 （地丁 草，黄花地 丁 ）

鐸頭草 （紫花地 丁 ）

加 砌 ca 　fo厂mosana
Scorzonera ロあ’ぐ翩 ’is

Gentiana　sq 照 rrosa

Taraxaeum 　mongolicu 〃 1

　｝仂 ’apa 〃’nii

｛　レi
’
o ’a 　be’祕 〃blia

　 subsp ．〃epalensis

Compositae

Compositae

Gentianaceae

Compositac

Violaceae

（38 ）
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TABLE 　II，（つ づ き）

文 献 生 薬 名 基 戎 植 物

湖 南 葯 物 志
34）

匍伏 菫 （地 丁 香）

翻自ギ・： （黄花地丁，地 丁 ）

石龍胆 （紫花地 ］
．
）

蒲公英 （黄花地 丁）

薊 （紫花地 丁）

丁癸草 （地丁 ）

長萼菫菜 （地丁 草）

華南龍胆 （広地丁 ， 紫花地 丁 ， 地 丁 ，

　土地丁）

μ’o ’a　diftisa

Poten’ノ〃a ‘tis‘・0 ’‘丿厂

Gen ’iana　sq 照 厂ro ∫α

Ta厂axacum 　mongo ’ieum

α r3 如η〜」¢ρ0 〃’e〃 m

Vjolaceae

Rosaceae

（〕entianaceae

Compositae

Compositae

常用中草薬彩色

図譜
35）

Zorn ’a　di助 ア”α

Vio’α inconSlガC呶

Gent’ana ’OU 厂θ’r”

Leguminosae

Violaceae

Gentianaceae

広 西 中 草 葯
36｝　 地 丁 （土地 丁 ，紫花地 丁 ） Gentiana　loureirii Gentianaccae

広西獣医中草薬
処 方選編

37）

一点紅 （紅背地丁）

小飛揚 （紫花地 丁 ）

犁頭草 （紫花地 丁）

蒲公英 （黄花地 丁）

Em ’1’α 50 π酌 蜘 1’a

Eupho厂δ’a 　t妙加 び切 α

Vio’a 　ineonspicua

Laanaea 　glabra

Compositae

Euphorbiacaea

Violaceae

Compositae

・
貴　州

　　　　　　毛果菫菜 （地 丁 子，紫花地 丁）

草　葯
38 ）

　 蒲公英 （黄花地 丁 ）

　　　　　　渓畔銀蓮花 （地 丁 子）

雲 南 中 草 葯
39）

Vio’a 　CO’tina

Taraxacum　mongO ”cum

Anemone 厂’レularis

Violaceae
Compositae

Ranunculaccae

半枝蓮 （演紫花地 ∫）

u向鈴豆　（黄♂乞地
一
亅つ

猫脚印 （白花地 丁 ）

犁頭草 （地 亅
’
草）

紫花地 丁 （藍花地 丁，地 丁 ）

蒲公英 （地 丁 草）

告遠志 （紫花地 丁）

草金杉 （黄花地 丁）

Seu’e 〃々 r’a 　or ’ん‘）calyx

Cr‘冫tatar’a 　a ’わ’da

Geran’〃用 厂obe 〃 ianum

附iota　ph〃’ρ’‘a

Polyga ’a 　sめか’ぐa

Taraκ aCt 〃η mongoli （
・
um

Potyga／a ／apeniea

Pentanema　indicu〃〜

　 var ．　h丿？」ワ0’eUC 〃m

Labiatae

Leguminosae

Geraniaceae

Violaceac

Po1ygalaceae

Compositae

Polygalaceae
Compositae

（ ）は 別名 を 示 す．

に つ い て ，Viola属，　 Amblytropis 属 お よ び そ の 付図 （Fig．6）に 形状の 類似 した 植物をもとに 考察を 行 う こ と とす る．

　李時珍は 「処処有之，其葉似柳而 微細，夏閉紫花結角．平地 生 者起 茎 ，溝壑 辺 生者起蔓．」と述べ て い る．Viola属

は 葉 の 形状が 円形〜心 形〜披針形〜狭披針形 で あ り，「其葉似柳而微細」 と は や や 異 な る．ま た 「平地 生 者起茎，溝

壑辺生者起蔓」 とあ る こ とか ら，同属植 物 で 萌果 を 形成 し，有茎 お よ び 曼状 に な る もの の 総称 と考え られ る．Viola

属 は 葉の 形状以外は こ の 記載 に あ て は ま る が ，金陵本 の 付図 8d）

（Fig．6） か ら は Viola 属 の もの とは 思わ れな い ，

Ambiytropis属植物は こ の 記載に ほ ぼ一致する が，付図 か ら想起す る こ と は 困難 で ある．そ の ほ か 付図 に 比較的類す

る植物に Polygala属 お よ び Osbeekia 属 の もの が あげ られ る が，い ずれ も蔓状 に は な らず，ま た Polygala 属 の も

の は 萌果を 形成 せ ず ，
Osbeckia 属 の もの は 開花時期 が 8 〜9 月 で あ り，当時 の秋 に 相当す る な どの 点 は李時珍 の 記

述とは 異な る．以上述べ た ご と く，『本草綱 目』 に収 載 され た紫花地丁 は こ れ に 合致する もの が見あた らない ．しか

し地 丁 の 名義が根 の 形状 に 由来 し，r本草衍義』 に 記 され た地 丁 の 基 源 と思わ れ る Taraxacum 属植物は 主根 が 直線

状 で あ り，Amblytropis 属植物 も ま た そ の 形状 に 類似す る．従 っ て 李時珍が記述 した 紫花地 丁 は ， 付図に 難点 は あ る

が ，現在 し ば しば成書に 地 丁 の 基源 と し て 記 され る Ambiytropis 属植物 で あ る と推定す る．但 し 『潰南本草』， 『医方

類聚』 に み られ る よ うに 当時す で に 基源 の 異 な っ た 紫花地 丁 が出廻 っ て お り，李時珍 は釈名 ， 附方の 項で ff　k の 文献

を引用 して い る と こ ろ か ら， それらをま とめ て 紫花地 丁 の 項 に 記載 した もの と思 われ る．

　『本草原始 』
4La ）

に は 地 丁 と して 「地 丁 ， 生山南巌石及高岡上，菌覆地春生葉青小花開紫白二 種入薬宜用紫花者，根

直如釘故俗 毎呼 為紫花地 丁 ，又有
一

種如藕根本経
一

名列當一
名草徒蓉，俗因花紫呼為紫花地丁 ，味廿温無毒 ， 主男子

五 労 七傷， 補腰腎冷人有子去風血 ， 煮及 浸酒服之，又主悪瘡痔漏」 とあ る．列當は 『証類本草』
4b・5b ）

に 「列當味廿温

（39 ）
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TABLE　III．医 書，本草書 に 記載され た地 丁 の 名称 お よび薬効

名 称 使用 部位 お よ び 使用 法 薬 効

太 平聖 恵 方2）　 地丁 〔地 丁 散方 ：
一

切悪瘡丁腫毒瘡人不

識者〕

証 類 本 草
tS・5a） 蒲公草 （地 丁 ） 水 煮 汁飲．取根茎 白汁塗．

擣傳腫上 ，
乳癰腫．瘡．悪刺 ， 狐尿刺

潰 南 本 草 e）
羊乳地丁

白花地丁

紫花地丁

紫花地 丁 （丁 蒿 ， 地 丁）

黄花地 丁

点水酒 ， 童便服．

煎点水 酒服．

新瓦焙為末，擦漬処愈．

点無灰 酒下．

治寒熱往来 ， 子午潮熱，散風寒 ， 解
汗．

痔瘡生管，

解諸瘡毒．攻癰疽腫毒，治疥癩癬瘡，
消腫．
一切癰疽発背 ， 疔腫瘰癧 ， 無名腫毒
悪瘡．

消 痰，定喘，止 咳嗽．

医 方 類 聚
7）

紫花地 丁

紫花地丁草

地 丁 草

蒲翁盈 （黄花地丁）

紫花地 丁 （米布袋）

黄花地 丁

紫花地 丁 （羊蹄根）

擂水．

取根歟乾用四 個半頭搏壘 成
爐子 焼著地 丁 用 絡躱甎壹枚
蓋子 使令墫眼内煙 出薫悪瘡．

〔消毒散 ： 丁瘡毒気入 腹昏悶不食〕

丁腫垂死

〔葦麻散 ： 丁瘡〕

〔瀑腫湯 ： 治諸腫痛不消，或筋脉拘
攣不 能屈伸〕

悪瘡．

〔外用漬毒薬 ： 治諸腫毒堅硬不消〕

〔四 圍敷薬 ： 化毒散血 抜毒散治壹應

』

諸悪瘡并脚疾〕

本 草 綱 目
s）

蒲公英 （黄花地 丁）

紫花地 丁

非壽爛覆．　｝壽汁和酒煎月艮．

少
擣
瘡

醤
．
対

入
之
烟

葉
貼
焼

゜
°
罐

下

吐
以

咽
取
乾

嚼
入
日

．
点
根

酒

膏

：

服
研

服
之

末
許

汁
熏ー

｛
乳癰腫 ， 解食毒 ， 散滞気，化熱毒，
消悪腫，結核，丁腫．彦牙 ， 烏須髪 ，

壮筋骨．塗悪刺 ， 狐尿刺瘡．
一

切癰疽発背，疔腫瘰癧，無名腫毒
悪瘡，

証 治 準 縄鋤
地 丁 草 （大薊）

紫花地 丁

紫花地丁

地 丁草

〔雄麝湯 ： 解疔毒〕

〔紫花地丁散 ： 治諸悪毒瘡腫痛〕

〔破棺丹 ： 治疔瘡走黄不止〕

〔地楡防風散 ： 治風在半表裏頭微汗
身無汗 不 可 発汗并治表裏〕

本 草 原 始
41）

　 蒲公草 （地 丁 ）　　　　 水煮汁飲 取根茎 白 汁塗之．

　　　　　　　　 地丁 （紫花地丁，草捷蓉） 煮及 浸酒 服之．

癰腫，乳癰．悪刺，狐尿刺痛．

男子五 労七傷，補腰腎 ， 令人 有子，
去風血 ．　　　　悪瘡痔漏．

本 草 彙 言
45） 　 紫花地 丁

　　　　　　　　 白花地 丁

搗汁和生酒服，滓敷罨患上 ，

搗汁服．末白湯調服．

搗汁隔温．

一
切悪瘡疔毒 ， 癰疽諸発疔腫．一

切
無名悪毒，黄疸内熱．

痘発毒，定喘．

本 経 逢 原
4fi〕

　 地 丁 疔腫悪瘡，癰疽発背，無名腫毒

植 物名実図考
9）

菫菫菜 （紫花地丁 ）

紫花地 丁

紫花地丁

瓜子金 （紫花地丁 ）

根，葉擣傳．

新瓦焙為末 ， 擦患處効，

諸腫毒

一
切癰疽発背，疔腫 ， 瘰癧 ， 無名腫

毒，悪瘡．

破血，解諸毒，攻癰疽，腫毒，治疥
癩，癬瘡，治 小 児走馬牙疳潰爛．

本 草 備 要
47〕

　蒲公英 （黄花地丁 ）

　　　　　　　　 紫花地丁

搗敷．擦．白汁塗，
服．

搗汁酒　化熱毒，解食毒，消腫核，治乳癰，
　　　　疔毒，擦牙烏髭髪，悪刺．

　　　　癰疽発背 ， 庁腫瘰癧，無名腫毒．

（ ） は 別名，〔 〕は 処方中に 地丁の 名がみ られ る こ とを 示す．

　　　　　　　　　　　　　　　（40 ）
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TABLE 　IV．文献に記載され た 地丁 の 基源植物お よび名称

科 名 基　　源　　植　　物 名 称

Aristo】ochiaceae ．4厂istoloekia　mollissima 地 丁 香

Compositae

Cirsium／apon ’c 翩

劭 識 α 30 π c妨 b伽

Lactueaforn70sana

Launaea 　glab砌

Leめn’tzia　a〃andria

Pentanema　indic〃 η var ．　hypoceucum

5CO厂zone 砌 a ’ubicaulis

〃　　 　　　　 aa5trtaca

Ta厂axaeum 〃 ongo ’icum

〃　　　　 【）ficinale
〃　　　　 platアcarp ‘tS

〃　 　　 　 　 tibeticum

紫花地 丁

紅 背 地 丁

苦馬地 丁

黄花地 丁

地 丁

慥葉地丁 ， 黄花地 丁

黄花地丁

黄花地了

黄花地 丁，地丁草

黄 花地 丁

黄花地 丁，地 丁 花，地丁 草，地丁

黄花地 丁

Euphorbiaceae 助 加 厂わ’a 吻 〃ψb”a 紫花地 丁

Gentianaceae

Gentiana　detonsa

〃　 　　 loureirii

”　　　　　squa 「「osa

Swertia　sp ．

紫花地丁 ， 地 丁

地 丁 ，華南地丁 ， 龍胆地丁 ， 広地丁 ， 紫花地丁 ，
土地丁

紫花地 丁

紫花地 丁 ，地 丁

Ge 「aniaceae G θ7砌 ’甜川 ro 加 π ’anum 白花地 丁

Labiatae
Scute〃aria　indiea

〃　　　 orthocalyx

紫花地丁

淇紫花地 丁

Legumilosae

Astragalus　scabe 〃 imus

Amb り〃厂op ’s　brachypte厂a ・var ．　eiongata

〃　　　　 multtnora

〃　　　　 pauchifolia
〃　　　　 5婉 qρ妙 ’如

〃　　 　 　 　 　　 　γθ厂〃 a

σ o ’alaria 　atbida

Kum 〃 lerewia ∫’riata

7’C ’α amoeana

Zo 厂nia 　dip乃ア’la

紫花地 丁 ， 地丁

紫花地 丁

紫花地丁，地丁，地丁 草，紫地丁 ，地 丁 花 ， 甜

地 丁，米 口 袋地 丁 ， 蘿葡地丁，大根地 丁

甜地丁，米 口 袋地丁 ， 蘿葡地丁

紫花地 丁

地 丁

黄花地 丁

地 丁 草 ， 紫花地 丁

紫花地丁

地 丁

Malva  ac Sida　rhombifolia 大地 丁 草

MelastomataceaeOsbeekia 　chinensis 地 丁

Papaveraceae
Co 厂yda’is　bungeana

〃 paltida

紫花地丁 ，地 丁，地 丁 草，苦地 丁 ， 小 根地 丁 ，

布氏 紫 菫地 丁 ， 地 丁 紫菫

黄花地 丁

Polygalaceae

Polygala／apon ’ぐα

〃　　　 ∫め’厂’ca

〃 　 　 ∫めirica・var ．耀 g α砂 乃α

竹葉地丁，紫花地 丁，小葉地 丁草， 地丁 ， 地丁 草

地丁，紫花地丁，藍花地 丁

紫花地丁 ， 藍花地 丁

Ranunculaceac
Anemone 　rivula 厂is

Semiaquilegia　adoxoides

地丁子

地 丁

Rosaceae Pvtentitia　discolor 黄花地丁 ， 地丁

（41 ）
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TABLE 　IV．　（つ づ き）

科 名 基 　　源 　　植　　物 名 称

Umbe ］liferae Polygonum 　eapitatum

Violaceae

紅花地 丁

Uiola　betoniCtfolia　subsp ．　nepalensis
〃

〃

〃

〃

〃

〃

”

〃

〃

〃

〃

〃

co ’”〃 adtffusagr

）poce 厂口∫

inconSlガC照

ノapontcalaet

びわ肋

mandshuri ｛ra

oblongO −sag ’！’磁 var ．吻 tascens

patrinii

助ン’妙’ca

phアllipiea　subsp ．　malesiea

アedo θnsis

紫花地 丁

地 丁 草，白 E葉地 丁 苧：，地 丁 子，紫花地 r

地 ∫
齟
香

紫花地 丁

紫花地 丁 ， 地 丁草

地 丁 草，菫 菜地 丁 ， 紫花地 丁 ， 紫地 丁

地丁，紫花地丁

地丁 草 ， 紫花地丁

紫花地丁

紫花地丁 ， 白花地 丁，地 丁

地丁草

紫花地 丁

紫花地丁 ，地 丁草，菫菜地 丁，紫地丁

無毒， 主 男子五 労七 傷，補腰腎冷人有子去風血，煮及浸酒服之，生山南巌石 上 如藕根，初生掘取陰乾亦名栗當
一

列 草

徒蓉」 と あ り， した が っ て 『本草原始』 に 記 され た地
．
J
’
は 『証 類 本 草』 の 列 當の 記 文 の 配列 を 変 え ， さ らに 地 丁 に 関

す る 事項 を 挿入 し た もの と 思 わ れ る．と こ ろ で そ の 付図 （Fig．5） を 7sる と，葉 は 対 生 し，葉柄お よ び花柄 が 根 の 基

部か ら叢生 し，主根が直線状 で あ り，また r中薬志．li15）
の 米Ll袋の 図 （Fig5）に 類似す る と こ ろ か ら，こ の も の は

Amblylropis　muttPtora ま た は そ の 近 縁種 と考 え ら れ る．ま た 『本 苧：原始 」 に は 肉徒蓉の 項
41b ｝tZ 「…又

一
種生巌石 ，

亦類肉 徒蓉但乾枯痩小，一
名列當

．一
名草徒蓉」とあ り

， そ の 付図 （Fig・7）に 「草徒蓉俗ll乎紫花地 丁 」と 記 され て い る．

草捷蓉は ハマ ゥ ソ ボ 科 Orobanchaceaeの Oroban（’he 属植物があ て られ て お り
2°c 〕，そ の 根 は ひ げ 根状で あ る ．と こ

ろ が 肉徒蓉 の 付 図 （Fig・7） の
．
1｛ 部に は 直線状 を呈 す る主 根が 画 か れ て い る，こ れは 恐 ら く茎 が 直線状 で 釘状 を 呈 す

る と こ ろ か ら地 丁 の 名 が付され ， 名義に 基 づ い て 直線状 の 根を画 い た の で あ ろ う．そ の 後 草徒蓉 に 地 丁 をあ て た文献

は ほ とん ど見あた らず，『本草綱目啓蒙』
53a ，

に 列當の 別名と して 紫花地 丁 の 名が み られ る が ，こ の も の は r本草原始』

を引用 した もの で あ る．

　『演南本草』に は 「白花地丁」 が収載 され て お り6b，

， 「白花地 丁 ， 〔気味苦，廿，〈 性 〉，平〕．〔清熱解毒，散療 消

腫〕．〔主治酒痔 ， 血 痔 ， 牝痔 ， 牡痔〕， 痔瘡生 管．単剤煎点水酒服．〔医家諸薬不 効 ， 服此 神効〕」 とあ る． こ の もの

は 各種痔瘡 に 応用す る点 で こ れ ま で に 述 べ た 地丁の 薬効 と は や や 異 な る．白 花地丁 は 『本草彙言』 の 紫花地丁 の 項
45｝

に 「治痘発毒盛作喘，取 白花地 丁 搗汁．隔湯温服半盞立時解毒定喘，」 とあ り ， 隣眞南本草』 の 白花 地 丁 とは 薬効が 異

な っ て お り，別物 と思わ れ るが，い ずれ も こ の 記述 だ け で は 基源 の 考察 は 不 可能で あ る．

　4． 清代以降の地丁に つ い て

　清代前半 trC　lll版 され た 各種本草書 は r本草綱 目』 に 記 され た 地 丁 を引用 し て い る の み で あ る．清代後半 の r植物名

実図考』 で は 4 種 の 紫花地 丁 が 収載され ， そ の 基源 に つ い て は す で に 述 べ た，そ の 後各種 の 成書に は，TABLE 　I，
TABLE 　II に 示 した ごと く，きわ め て 多 くの 地 丁 類 が記され，14科28属50数種 に お よぶ 植 物が 挙げ られ て い る （TABLE

IV）．近年中国各省で 出版さ れ た中草薬の 書籍に よ る と （TABLE 　II）， 使用 され て い る地丁 の 基源植物に は 地域差が

み られ る．す な わ ち Viola属，　 Taraxac” m 属植物は ほ ぼ 中国全域 に わ た っ て 用 い られ て い る が，北部で は そ の ほ か

Amblytropis 属，　 Corydalis属 の もの も用 い られ ，ま た 南部 で は Gentiana 属，　 Polygala 属 の もの を は じめ 多種類 の

植物が使用 され て い る．こ れ は地 丁 の 名義 お よ び 『本草綱 目』 な どの 文献記載をもと に ，そ の 土地 に 生育す る 植物 に

地 丁 の 名を付し ， 用 い て きた た め で あろ う．

　5．　 日本 に お け る地丁 に つ い て

　日 本 で は 岡本
一

抱が r本草綱 目』 に あ る紫花地丁 の
一

部を 『和語本草綱目』
5の

に 転載 し た の が最初 で ，「紫花地 丁 苦

辛甘 ， 治廱腫発背瘰癧無名腫毒悪瘡」とあ る．紫花地 丁 に 和名を与 えた の は 貝原篤信 で ， 『大和本草』
40）

に 「紫花地 丁古

歌 ニ ス ミ レ トヨ ミ シ 物是 ナ リ，花紫 ナ リ又白花 ア リ……
」 とあ る．こ れは 『本草綱目』 に 記 さ れた 紫花地 丁 の 釈 名 に

箭頭草が 挙げられ，箭頭草は 以前か ら Viola　ra植物を 指 し て い る と こ ろ か ら，貝原篤信 は 紫花地 丁 に ス ミ レ を あて た

（42 ）
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の で あろ う．しか し寺島良安 は r和漢三 才図会』
55）

で ，「…紫花地丁 者今云蓮華花而本綱之註亦能當矣　然 畫 図 之 形状

不 似蓮華花故 不 決」 と述べ ，Astragalus属 と思わ れ る図 （Fig．8）を載せ て い る．以 後 『本草綱 目啓蒙 』
53b），1手 板発

蒙』
56a）

， 『救 荒本草啓 蒙』
57＞

，
　 Ir1草木図 説 』

5S 〕，『本 草図 譜』
59］

な どに は 紫花地 丁 と し て ス ミ レ 類を あ て て い る．また 『本

草綱 目啓蒙』
5a）

に は 列當の 和名 に ハマ ウ ツ ボ を あげ，「一名紫花地 」
；
」 とあ り， 『手板発蒙』

56b ）
に は 大薊とし て地 丁草

を記 して い るが，こ れ らは 「本 草原 始 』，r証治準縄』 な どの 記 載 を 引用 し た もの で ある．近年の 冂本の 成書 に 収載 さ

れ た地 丁 は ，い ずれ もこ れまで に 記載され た もの を引用 して い る り み で あ り，また 地丁 が 市 場 に 出廻 る こ と もな い よ

うで あ る．

結 論

　1， 「地 丁 」 の 名義 は 薬効に 由 来 し ， 病 巣 が 釘 状 を 呈 す る 丁 瘡 の 治療 に 際 し，植物 の 根が 釘状 を 呈す る もの に 地丁

の 名を付 し，そ の 治療 に 応用す る よ うに な っ た こ と に よ る．そ の 主た る基源植物 は Taraxaeum 属あるい は Ambly ・

tr（〜pis 属 の もの で あ る と考証す る．しか し 地 丁 の 名称 は
一

般的表現で あ る た め ， 各地 で こ び）名義 に 適合す る種 々 の 植

物に 対 し て 地 丁 の 名が用 い られ ， 丁瘡， 悪瘡等に 応用 され る よ うに な っ た と考 え られ る．地 丁 が別名 と し て 記 され る

こ とが 多 い の は こ の 理由に よる と思わ れ る．近代 の 成書に は 地 丁 と し て 14科28属50数種に 及 ぶ基源植物が記載 され て

い るが ， 異物同名品 が 多数見受 け られ ， 特 に 地 丁 ， 紫花地 丁 ，黄花地丁 が大 半を 占め る．こ れ らの 名称は 混乱を 招 く

の で ，華南地 丁，菫菜地丁などの 如 く，その 土 地 の 名あ るい は 植物 の 特徴に 因 ん だ名称を地 丁 に 付す な どし て 整理統

一を 図 るべ き で あ ろ う．

　2， 近代の 成書 に 記され た地 丁 お よ び 中国各地｝こ 出廻 っ て い る地 丁 の 中で，最 も多く見受け られ る の は ” o ’α 属 に

由来す る もの で ある．こ れ は古来 Viola　Kh ：地丁 の 名義に 基づ い て 使用 され ， しか も中国 に 生育す る Vio！a 属 は 基本

種 で 数10種を 越 え分布域が広い た め ， 形状の 類似し た もの が 種 々 用 い られ て きた と考 え られ る ．前報
43 ）

で は Viola　ma

を基源 とす る 地 丁 に 5type の もの が 確認 され，そ の 基 源 に つ い て 述べ た が，市場 に は さ ら に 多くの 佐 o ’α 属地 丁 が

出廻 っ て い る もの と思わ れ る．

　3， 『本草綱 目』 に 収 載 さ れ た 紫 花 地 丁 は ， そ れ ま で に 記 載 され た 地 丁 を ま とめ て 述べ た もの て あ る．た だ し李時

珍が 観察 し て 記 し た もの は Ambtytropis属植物で あ る と考察す る，　 r本草原始』 に 記 され た 地 丁 は ，その 付図か ら

Amblytropis　multWora ま た は そ の 近縁種 で あ る と 推定 す る．また 『植物名実図考』 に 記 さ れ た 紫 花 地 丁 の うち ， 1

種は r本草綱目．rlを引用 し た もの で あ る が，他 の 3種は そ の 付図 か ら Viota属 ，　 Sc”teUaria 属お よ び Polygala属 の

各植物で あ る と思 わ れ た ．
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